
one point advice
この左下のグラフは、ソースコードの前半部分の、CC Define the ViewportC     CALL PGSVP(0.1,0.6,0.1,0.6)の文から次の PGSVP までの部分で描かれている。PGSVP はビューポート(画面や紙の上での位置)を陽に決める時に用いられるサブルーチンで、ここでは(0.1, 0.1)～(0.6, 0.6)の位置にグラフを描くよう指定してある。(0.0, 0.0)～(1.0，1.0)が紙面全体を意味するので、前述の位置は紙面の左下に当たる。次に、このビューポートに PGSWIN を用いてワールド座標を対応させる。ここでは、     CALL PGSWIN(0.0, 630.0, -2.0, 2.0)とすることにより、Ｘ方向は 0.～630.、Ｙ方向は -2.～2. の範囲を作図するよう指定してある。続いて      CALL PGSCI(CYAN)      CALL PGBOX ('ABCTS', 90.0, 3, 'ABCTSV', 0.0, 0)の部分では、シアン(色指定子"5")で図の外枠と座標軸を描き、Ｘ軸の目盛りの間隔を90.毎と指定している(PGBOX の第２引数)。ちなみにＹ軸の目盛りの間隔は pgplot に任せてある(PGBOX の第４，５引数のいずれかを"0"にすると、そうなる)。さらに      CALL PGSCI (RED)      CALL PGBOX ('N',90.0, 3, 'VN', 0.0, 0)の部分では、赤(色指定子"2")で両軸の目盛りのラベルを描いている。その間隔も、Ｘ軸方向は 90. と指定し、Ｙ軸方向については pgplot に任せている。最後に、sin 関数と cos 関数を与え、それぞれマゼンダの破線(色指定子"6"、線種"2")と黄色の点線(色指定子"7"、線種"4")で描いている。
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one point advice
この右上のグラフは、ソースコードの後半の、CC Re-Define the ViewportC      CALL PGSVP(0.45,0.85,0.45,0.85)以降で描かれている。基本的な物事の順序は前半と同じ(左上のアドバイスを参照)だが、ビューポートとして(0.45, 0.45)～(0.85, 0.85)を指定していることにより、紙面の右上に図が描かれている。また、左下のグラフよりも後で描かれているため、重なった部分は右上の図の方が上になっている。Ｘ、Ｙ軸の目盛りのラベルが右側と上側に描かれているのは、      CALL PGSCI(BLUE)      CALL PGBOX ('ABCTSM', 60.0, 3, 'VABCTSM', 1.0, 2)の部分で PGBOX の第１，第４引数に "M" が含まれているため。

one point advice
このサンプルでは、一枚の画面(紙面)の中に複数のグラフを描く方法が紹介されています。PGSVP と PGSWIN を一組として、一つのグラフを描くたびに紙(画)面上の位置と座標の範囲を決めています。この例では、これを２回(厳密には３回；うち一度は左下の図で cos 関数を描く時に)指定することによって、左下と右上の計２個のグラフを描いています。ソースコードは pgex08.f です。それぞれのグラフの脇にある黄色いメモ帳印のところをダブルクリックすると、それぞれについての簡単な説明が現れます。また、この窓を閉じたい時は、この窓の中でシングルクリックし、さらに左上隅に現れる灰色のボタンをシングルクリックして下さい。


